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特集：自転車整理スタッフ、活躍中。

～施設部における障害者雇用の新たな取り組み～
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平成19年度（前期）東京大学学術研
究活動等奨励事業（国外）の採択決
まる

学生部

研　究　科　名 応募者数 採用者数 主な渡航先

人文社会系研究科 30 ８
ヤンゴン、アムフレット諸島、モンサバ、ザルツブル
グ、パリ、ノースカロライナ、ロンドン、ヌメア

教育学研究科 ３ ３ シンガポール、北京、上海
法学政治学研究科 ２ ２ 北京、オースチン・ダラス
経済学研究科 ３ ３ プノンペン、トリエステ、長春

総合文化研究科 24 ８
リスボン、パリ、リューブリアナ、モスクワ、レーゲ
ンスブルク、タリン、シドニー、マドリード

理学系研究科 28 ９
カルガリー、ストックホルム、イーストランシング、
ケルン、メリダ、シドニー、ハワイ

工学系研究科 36 14

カルフォルニア、アントワープ、ブリュッセル、ケア
ンズ、ジェノバ、トロント、マリーランド州、ロンド
ン、ハミルトン島、シンガポール

農学生命科学研究科 34 ９
マニラ、北京、アデレード、プエルトバラーダ、アル
マティ、バンコク、ヴィテルボ、チェンマイ

医学系研究科 ８ ７
ヴィェンチャン、ケアンズ、キガリ、シドニー、ロン
ドン、ハンブルグ、ボストン

薬学系研究科 10 ４ サンディエゴ、ダブリン、カルガリー
数理科学研究科 ２ ２ サンノゼ

新領域創成科学研究科 16 7
ロンボク島、ラスベガス、トリエステ、リヨン、ハワ
イ、ボストン、ソウル

情報理工学系研究科 ５ ４ リヨン、サンディエゴ
学際情報学府 ３ ３ ビエナ、エッセン、上海

合　　計 204 83

本学大学院学生の国外における研究活動の活性化を図
るため、平成16年度後期より実施された｢東京大学学術
研究活動等奨励事業（国外）｣に関して、４月25日（水）
の東京大学学生生活委員会奨学部会において、平成19年
度前期（平成19年６月～11月出発）応募者の審査が行わ
れ、83件の実施計画が採択された。応募者は204名であ
った。なお、研究科別の応募及び採択状況は以下のとお
りである。
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「東京大学外国人留学生特別奨学制度
平成19年度研究奨励費受給者証書授
与式」を開催

学生部

事務職員による海外研修報告会を
開催

研究協力部

「東京大学外国人留学生特別奨学制度平成19年度研究
奨励費受給者証書授与式」が、５月21日（月）13時15分
から、関係役員等の臨席の下に御殿下記念館で開催され
た。
本制度は、｢大学院における特に優秀な私費外国人留

学生に対し研究奨励費を支給することにより、本学での
学術研究への取組を支援するとともに、諸外国からの優
秀な留学生の受入促進に資すること｣を目的として、平
成16年度から設立されたものである。
本年度は、修士課程大学院学生６名、博士課程大学院

学生20名の合計26名（月額15万円、支給予定期間：平成
19年４月から標準修業年限の最終月まで）が受給者とし
て決定され、当日は浅島誠理事（副学長）から受給者一
人一人に受給者証書が手渡された。

次いで、浅島理事（副学長）から「多くの応募者の中
から選ばれた皆さんに、学業に専念していただき、日本
と各国の架け橋となって国際的発展に貢献していただき
たい。次世代の留学生のためにもご活躍いただきたい」
旨の挨拶があった。引き続いて、受給者を代表して大学
院農学生命科学研究科の尤 さんから、「家族、指導し
てくださった先生や研究仲間、支援してくれた方への感
謝の思いでいっぱいです。愛情や支援、励まし、栄誉に
対してお返しするよう、より高い目標に向かってより熱
心に研究に取り組みます」と英語で感謝のスピーチがあ
った。

＜問い合わせ先＞
学生部生活支援課奨学チーム　内線22520

５月23日（水）13時半より、医学部教育研究棟13階第
６セミナー室において、平成18年度に海外研修に参加し
た事務職員による報告会を開催しました。
これまで、本学が主催する長期・短期の海外研修及び

他機関の制度を利用した海外派遣プログラムに参加した
職員による報告の機会は設けられていませんでしたが、
今回初めて報告会を企画しました。これは、今後、海外
の大学において得た知識や調査内容等の研修成果を本学
職員の間でより広く共有し、大学に成果を還元する試み
の一つです。今回は８名が研修の成果を報告しました。

当日は、上杉道世理事を始め120名を超える職員が熱
心に耳を傾けていました。また、新規採用職員も研修の
一環として参加しました。長期研修参加者は、語学研修
や国際業務実務研修における具体的な様子を、多くの写
真を交えたパワーポイントで紹介しました。また、短期
研修参加者は、各人が設定したテーマに基づいて行った
調査で得た情報を基に、本学と海外の大学における業務

東京大学外国人留学生特別奨学制度受給者証書授与

平成19年度研究奨励費受給者と関係者

パワーポイントによる研修成果の報告
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体制を比較し、本学への具体的な業務改善提案のプレゼ
ンテーションを行いました。いずれも新しい視点を交え
た興味深い発表内容で、各発表者に対して、参加者から
多くの質問が出され、非常に活発な意見交換がなされま
した。
報告会終了後も、積極的に研修参加者に声をかける職

員の姿が見られるなど、本プログラムへの関心を高める
点においても、大変有意義な報告会となりました。

映画「不都合な真実」東京大学上映会～地球環境につ
いて考える夕べ～を、東京大学ＡＧＳ、サステイナビリ
ティ学連携研究機構（IR3S）、東京大学地球持続戦略研
究イニシアティブ（TIGS）の主催、東京大学生命科学
教育支援ネットワークの協力により、６月４日（月）、
安田講堂において開催しました。ＡＧＳの助成企業やＡ
ＧＳクラブの関係者をはじめ、本学学生、教職員、約
650人の参加者がありました。
上映会は、第一部：討論「ＩＰＣＣ第４次報告書の意

義」、第二部：映画「不都合な真実」上映という二部構
成で実施しました。

岡村定矩理事・副学長の開会挨拶に続き、IPCC第４
次報告書の執筆者でもある４名のパネリストが、IPCC
の会議における様子の説明や報告書の意義などについて
討論を行ないました。また、映画「不都合な真実」につ
いての科学的側面の解説も行なわれました。
パネル討論に引き続き、映画「不都合な真実」の上映

を行ないました。安田講堂には十分な上映設備がないた
め、今回のような映画上映はほとんど記録に残っていな
いとのことでしたが、十分な機材を搬入して映画館さな
がらの臨場感ある映像と音響を提供することができまし
た。
上映後回収したアンケートでは、映画「不都合な真実」

が投げかけたメッセージに感銘を受けた方が多く、地球
温暖化防止に何か行動したいとの記述も多数見られまし
た。
今後とも東京大学ＡＧＳおよびサステイナビリティ学

連携研究機構では、研究プロジェクトを推進するととも
に公開シンポジウムやこのようなイベントを通しても、
サステイナブルな社会実現のための一助を担えればと考
えております。

６月４日　「不都合な真実」上映会プログラム

岡村定矩理事・副学長開会挨拶

第１部　討論「IPCC第４次報告書の意義」
パネリスト
住　　明正
東京大学地球持続戦略研究イニシアティブ（IGS）
統括ディレクター・教授

沖　　大幹
東京大学生産技術研究所教授、TIGS協力教員

三村　信男
茨城大学（IR3S参加大学）
地球変動適応科学研究機関（ICAS）機関長・教授

江守　正多
国立環境研究所（IR3S協力機関）、
地球環境研究センター温暖化リスク評価研究室長

第２部　映画「不都合な真実」上映（配給ＵＩＰ映画）

報告会の様子

映画「不都合な真実」東京大学上映
会開催報告

AGS推進室、サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）

討論「ＩＰＣＣ第４次報告書の意義」の様子
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５月24日（木）18時から、山上会館１階談話ホールに
て法学政治学研究科総合法政専攻の新入生歓迎会および
法学政治学研究科と公共政策学教育部共催による外国人
留学生等との懇談会が合同で開催された。
ゲストの学生、客員研究員、日本人学生チューター、

教職員等、総勢135名が出席し、非常に熱気あふれるパ
ーティになった。

西川洋一教授（法学政治学研究科総合法政専攻長）の
司会進行で、井上正仁法学政治学研究科長の挨拶、森田
朗公共政策学教育部長による乾杯の後、歓談に入った。
宴たけなわになった頃、学生を代表して総合法政専攻

博士課程１年生の伏見岳人さんが、研究を進める上での
自身の心構えを話した。次に、総合法政専攻修士課程１
年生のプライヤー・クリスタルさん（アメリカ合衆国出
身）が、指導教員やチューターに対する感謝の気持ちを
語った。最後に、総合法政専攻博士課程３年生のソン・
ヒョンソプさん（韓国出身）が、同じ寮に住む東大の友
人２名とともに「２つのヴァイオリンのための協奏曲ニ
短調」と「TSUNAMI」の演奏を披露した。
普段は研究活動に忙しい学生たちだが、この日ばかり

は教員や友人と大いに親睦を深め、和やかな雰囲気のな
か20時に散会した。

５月29日（火）、史料編纂所（横山伊徳所長）と日本
学士院の共催する「日本関係清代档案をめぐる国際研究
集会」が、本郷学士会館（分館）で開催された。
史料編纂所では、ロシアを含む東アジア所在日本関係

史料の系統的な調査研究に力を注いでおり、2006年度か
らは中国第一歴史档案館の協力を得て、同館が所蔵する
清代档案（史料）1000万件から日本関係档案のデジタル
画像による抽出・収集と研究に取り組んできた。昨年度
は軍機処録副のうち、約2400点分の目録と5000枚のデジ
タル画像の提供を受けることが出来た。中国第一歴史档
案館は北京市の故宮内に位置している。今回提供を受け
た档案類も、いわば皇帝決済書類の写にあたり、18世紀
から20世紀初頭に至る多くの貴重な史料を含んでいる。
本学にとっても、日中関係史を研究するために不可欠な
学術資源となるものである。

新入生歓迎会、外国人留学生等との
懇談会を開催

大学院法学政治学研究科・法学部、大学院公共政策学教育部

西川総合法政専攻長（左)と発表者たち

（写真左）伏見岳人さん
（写真右）プライヤー・クリスタルさん
（写真下）ソン・ヒョンソプさん（左）、
山本義人さん（中央）、小野雄人さん（右）

「日本関係清代档案をめぐる国際研究
集会」を開催

史料編纂所
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プロジェクト２年目にあたる今回は、馮伯群副館長ら
同館の研究者を招き、東京大学創立130周年記念事業と
して研究集会を開催した。当日は、プロジェクト責任者
の保谷徹教授が経過報告を行い、次いで中国第一歴史档
案館の王道瑞研究員（『歴史档案』副編集長）から「中
国第一歴史档案館の文献館時期における档案文献編纂事
業の概略」と題した報告がおこなわれた。これは1920～
30年代に、現在の档案館の前身である「故宮博物院文献
館」がおこなった史料研究（整理）と史料集編纂がテー
マとなっており、当時の画像も紹介されるなど、参加者
は熱心に聞き入っていた。この報告は、史料編纂所の研
究紀要に掲載される予定である。

この研究集会に先立ち、档案館一行は共催した日本学
士院を訪問し、久保正彰幹事（本学名誉教授）と歓談し
た。今回の取り組みは同院の「国際学士院連合連携事
業：未刊行日本関係史料収集事業」の一環として行なわ
れている。
今年度のプロジェクトでは、皇帝の朱批が入った宮中

档案を対象とする計画であり、今からその成果が楽しみ
である。

通訳する黄栄光共同研究員
（中国科学院自然科学史研究所）

王道瑞氏の報告

加藤尚武・京都大学名誉教授が、2007年６月１日付で、
本学医学系研究科生命・医療倫理人材養成ユニット特任
教授に着任いたしました。（任期は2008年３月まで）
加藤教授は、東京大学大学院（哲学）を修了後、千葉

大学教授、京都大学教授を歴任、2001年３月に京都大学
を定年により退官された後は、鳥取環境大学・初代学長
の重責を果たされました。この間、加藤教授は、哲学、
倫理学、特にヘーゲルを中心としたドイツ観念論の研究
に専念され、その成果は数々の受賞歴が示すように常に
高い評価を受けてきました。同時に、欧米における生命
倫理・環境倫理等の応用倫理学の議論を1980年代よりい
ち早く輸入紹介し、日本における応用倫理学研究の基盤
を構築するとともに、単なる紹介にとどまらない独自の
立場から、社会への問題提起を精力的に続けています。
とりわけ、近年は、生命・医療倫理の問題として注目を
集めている代理出産についてメディア等を通じて発言す
るとともに、日本学術会議における生殖補助医療検討会
の委員も務められています。
本年度、加藤教授は、生命・医療倫理人材養成ユニッ

トの特任教授として研究者養成の任務に当たるととも
に、インターネットや講演会を通じて、専門家以外の
人々にも分かりやすい生命・医療倫理に関する情報提供
をしていただく予定です。

生命・医療倫理人材養成ユニットホームページ
http://square.umin.ac.jp/CBEL/

加藤尚武・京都大学名誉教授が生
命・医療倫理人材養成ユニットに特
任教授として着任

大学院医学系研究科・医学部
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第80回五月祭は、５月25日（金）午後の学内公開から
始まり、５月26日（土）、27日（日）の一般公開と３日
間にわたり、本郷キャンパスで開催され、講演会、研究
成果の展示、音楽演奏、趣向を凝らした各種パフォーマ
ンスや模擬店等、388件の企画で賑わった。一般公開日
両日は初夏を思わせるほどの晴天となり、両日合わせて
約65,000人（昨年約58,000人）が来場した。

今年は、第80回の節目を迎えることから、総長をはじ
め、教授、卒業生からのコメントをまとめた記念誌（Ｈ
ａｔｃｈ！）を発行、屋外での記念展示やパレードの実
施、マスコットキャラクター（はちまる君）も出現し、
和太鼓の鳴り響く中、図書館前でのオープニングセレモ
ニーで五月祭は始まった。屋外では、音楽や模擬店から
の呼び声、パフォーマンスへの歓声が響きわたり、屋内
では、例年、好評を博している奇術愛好会によるステー
ジマジックショー等に加え、東大レゴ部による安田講堂
模型に人気が集中していた。

関東地域での麻疹の流行という予期せぬ時期に重なっ
たが、開催にあたっては、五月祭常任委員会が主体とな
り、参加企画全構成員にワクチン接種の有無・罹患歴の
確認を義務付ける等の感染防止策を講じた。また、当日
は各門での自主的な入構制限を促す内容の立看板の設
置、ビラの配布、メガホンによる呼びかけ、各企画場所
においても注意喚起のポスターを掲示する等、来場者へ
の安全面に配慮する対策をとった。

企画終了後は、会場清掃やゴミの分別作業等も効率良
く進行され、大きな事故もなく終了することができた。
あらためて学生の熱意を感じさせられたとともに、ご協
力いただいた関係者の皆様に感謝を申し上げたい。

本学では、毎年５月と11月の年２回、同月１日現在の
学生数を調査し「学内広報」に掲載している。本年５月
１日現在の学生数は次のとおりである。

平成19年5月1日現在学生数―学部学
生14,241人、大学院学生13,622人、
研究生等761人―

学生部

オープニングセレモニーの様子

メイフェスティバルアワード2007文化部門に選ばれた
「レゴ部五月祭展示（東大レゴ部）」

赤門前での麻疹注意喚起風景

五月祭開催される

学生部
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数
を
示
す
。

２
．
平
成
1
6
年
度
（
以
前
）
の
欄
に
つ
い
て
は
、
医
学
部
医
学
科
・
農
学
部
獣
医
学
課
程
は
平
成

1
6
年
度
入
進
学
者
の
み
、
他
の
学
部
学
科
は
平
成
1
6
年
度
以
前
の
入
進
学
者
数
を
示
す
。
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平
成
19
年
５
月
１
日
現
在
大
学
院
学
生
・
研
究
生
・
外
国
人
研
究
生
数
調

備
　
考
１
．
専
門
職
学
位
課
程
は
、〔

〕
書
き
で
示
す
。

２
．
農
学
生
命
科
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
の
下
段
学
生
数
は
、
平
成

1
５
年
度
以
前
の
入
学
者
を
示
し
、
外
数
で
あ
る
。

３
．
大
学
院
研
究
生
、
特
別
研
究
学
生
欄
の
（
）
内
は
、
外
国
人
を
示
し
内
数
で
あ
る
。

４
．
外
国
人
学
生
に
は
在
日
外
国
人
を
含
む
。

５
．
教
育
学
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
2
5
人
）

６
．
法
学
政
治
学
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
9
人
）

７
．
工
学
系
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
0
人
）

８
．
薬
学
系
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
0
人
）

９
．
情
報
理
工
学
系
研
究
科
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
0
人
）

1
0
．
公
共
政
策
学
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
（
0
人
）

1
1
．
情
報
学
環
教
育
部
研
究
生
（
1
4
8
人
）
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学部卒業者は3 ,264人、そのうち就職者は1 ,120人
（34.3％）、非就職者は2,144人（65.7％）。非就職者の大半
が大学院進学者（1,682人）で、卒業者数に対する大学
院進学者数の比率は51.5％と就職者数の比率34.3％を上
回っている。以前は就職者の比率が大学院進学者等の比
率を上回っていたが平成７年度卒業者で逆転し、翌平成
8年度にはいったん元にもどったものの、次ぐ平成９年
度には再び大学院進学者等比率が就職者比率を上回り、
以後今年度まで引き続いている。
大学院修士課程・専門職学位課程修了者は3,245人、

そのうち就職者は1,757人（54.1％）、非就職者は1,488人
（45.9％）。非就職者のうち大学院博士課程への進学者等
は950人である。
大学院博士課程修了者は1,619人、そのうち就職者は

567人（35.0％）、非就職者は1,052人（65.0％）。博士課程
修了者数に対する非就職者数の比率は平成12年度以降で
最高である。なお、日本学術振興会の特別研究員等は非
就職者数としてカウントしてある。

表１－１　学部卒業者の就職状況
表１－２　修士課程・専門職学位課程修了者の就職状況
表１－３　博士課程修了者の就職状況
表２－１　学部卒業者の産業別就職者数
表２－２　修士課程・専門職学位課程修了者の産業別就

職者数
表２－３　博士課程修了者の産業別就職者数
表３　就職状況の推移（過去10年）
表４　産業別就職者数の推移（過去３年）
表５　（産業区分を「学校基本調査」の職業分類項目に

よらずに集計していた）平成15年度までの産業別
就職者数の推移（過去５年）を、参考までに表５
として掲示。

平成18年度学部卒業者及び大学院修
了者の就職状況

学生部



14 No.1359   2007. 6. 13

表１－１　平成18年度学部別卒業者の就職状況 平成19年５月１日現在

注：（ ）内数字は、内数で女子

表１－２　平成18年度大学院（修士課程・専門職学位課程）研究科別修了者の就職状況 平成19年５月１日現在

注：（ ）内数字は、内数で女子。*は専門職学位課程

表１－３　平成18年度大学院（博士課程）研究科別修了者の就職状況 平成19年５月１日現在

注：（ ）内数字は、内数で女子
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表２－１　平成18年度学部卒業者の産業別就職者数 平成19年５月１日現在

注：（ ）内数字は、内数で女子

表２－２　平成18年度修士課程・専門職学位課程修了者の産業別就職者数 平成19年５月１日現在

注：（ ）内数字は、内数で女子。*は専門職学位課程

表２－３　平成18年度博士課程修了者の産業別就職者数 平成19年５月１日現在

注：（ ）内数字は、内数で女子
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表３　就職状況の推移（過去10年）
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表４　学部卒業者及び大学院修了者の産業別就職者数の推移（平成16年度～平成18年度）

注：（ ）内数字は、内数で女子
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表５　産業別就職者数（平成11年度～平成15年度）推移
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教育学部附属中等教育学校で遠足が実施される

風薫る５月、ゴールデンウィーク合間の２日に、附
属学校の恒例行事である「遠足」が行われた。前日か
らの雨が心配であったが、当日は晴れ間も見えよい遠
足日和となった。１年生から４年生まで、学年ごとに
それぞれ異なった場所に出かけた。
１年生は金沢文庫から鎌倉までを歩いた。入学して

初めての校外行事に胸を弾ませつつ、友達の意外な一
面に気づきながら、元気に歩いた。
２年生は埼玉県の「青少年野外活動センター」で、

オリエンテーリングと飯盒炊さんを行った。薪に火を
点けることからはじめ、豚汁を大釜で作るために、慣
れない手つきで大根や人参を切って取り組んでいた。
この遠足は、夏に行われる85kmチャレンジウォーク
に向けての、練習も兼ねており、チームワークやリー
ダーシップなど、他人のことを考えて自分の行動を決
断するという精神的成長を期待している。
３年生は日の出山と御岳山に登山に出かけた。朝、

二俣尾に集合し日の出山でお昼ご飯。その後尾根沿い
に御岳山を踏破し夕方古里で解散した。新緑のまぶし
い季節で、空気もよく、山登りには絶好であった。し
かし、木の根っこが出ている道など歩きにくいところ
もあり、体力的にハードな登山であった。それでも生
徒たちは、２年生の80ｋｍチャレンジウォークを経験
をしており、音を上げることなく全員が完全走破し
た。
４年生は鎌倉に行き、鎌倉と江ノ島それぞれから交

差するように鎌倉を横断し、途中で「出会いと別れ」
を経験しながら、班毎のコースを楽しんだ。
各学年それぞれのコースを楽しみながら、教室から

離れた場所での有意義なひと時を過ごしていた。

（教育学部附属中等教育学校）

飯盒炊さんの準備をする生徒たち
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持続可能な海の利用・保全を実現するためには、様々
な観点から海を調べ、海をよく知る必要があります。現
在、本学の研究者間の分野を越えたコミュニケーション
を確保し、海の研究・教育ネットワークを形成するため
に、多くの研究科、研究所、センターから代表推進者が
集まり、「海洋アライアンス」として活動を行っており
ます。昨年７月に開催された海洋アライアンス主催の
「第１回東京大学の海研究－海からの恩恵と災害－」で
は、本学におけるバラエティに富んだ海の研究が紹介さ
れ、400名を超える方々が参加されました。
昨年に引き続き、７月４日（水）に鉄門記念講堂にて

「第２回東京大学の海研究－海から未来を考える－」を
開催いたします。ここに本シンポジウムへの参加をご案
内いたします。ぜひご来場ください。
また、理科系、文科系を問わず学内で海に関心のある

教職員の皆様の入会を歓迎いたしますので、下記事務局
までお気軽にご連絡ください。

シンポジウム

「第2回東京大学の海研究－海から未来を考える－」

日時：７月４日（水）
場所：鉄門記念講堂

プログラム

9:30～10:00

開会の挨拶：東京大学総長　小宮山　宏
（司会：海洋研究所所長　西田　睦）

10:00～11:40 セッション１

海産無脊椎動物の精子運動と受精
（臨海実験所　吉田　学）

地球温暖化に対するサンゴ礁の応答
（理学系研究科　地球惑星科学専攻　茅根　創）

海洋生物生産と微量金属
（農学生命科学研究科　水圏生物科学専攻　武田重信）
沿岸生態系モデル
（生産技術研究所　機械・生体系部門　北澤大輔）

生物進化と脊椎動物の起源
（海洋研究所　先端海洋システム研究センター

窪川かおる）
13:00～14:20 セッション２

海洋基本法と海洋の統合管理
（公共政策大学院　奥脇　直也）

インド洋の気候変動と海洋観測網構築
（理学系研究科　地球惑星科学専攻　升本　順夫）

沿岸域の物質循環と水環境再生
（新領域創成科学研究科　環境学研究系　鯉渕　幸雄）
海と大気の間の物質循環
（海洋研究所　海洋科学国際共同研究センター

植松　光夫）
14:40～15:40 セッション３

巨大波の神話と科学
（工学系研究科　環境海洋工学専攻　早稲田　卓爾）
海域地球物理観測と巨大地震
（地震研究所　地震地殻変動観測センター　篠原雅尚）
天竜川流砂系の土砂移動実態の解明

（工学系研究科　社会基盤学専攻　田島芳満）
16:00～17:20 セッション４

発展途上国における海産食品の安全確保
（アジア生物資源環境研究センター　福代康夫）

資源としての海洋メタンハイドレード
（工学系研究科　地球システム工学専攻　増田昌敬）
海洋生物資源の有効利用
（農学生命科学研究科　水圏生物科学専攻　落合芳博）
CO2大量隔離（新領域創成科学研究科　環境学研究系
染矢　聡）

17:20～17:30

閉会の挨拶：
生産技術研究所　海中工学研究センター　浦　環

18:00～20:00 懇親会：東京大学山上会館

参加費：無料（懇親会は会費3,000円）
参加申込方法：

下記ホームページから申し込み頂けます（先着400名）。
URL: http://www.oa.u-tokyo.ac.jp

「第２回東京大学の海研究－海から未来を考え
る－」のご案内

海洋アライアンス
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主催：海洋アライアンス
代表推進者所属組織：理学系研究科、工学系研究科、農
学生命科学研究科、新領域創成科学研究科、公共政策大
学院、地震研究所、東洋文化研究所、生産技術研究所、
史料編纂所、海洋研究所、アジア生物資源環境研究セン
ター、気候システム研究センター

事務局：

大学院工学系研究科環境海洋工学専攻　村山英晶
E-mail：murayama@giso.t.u-tokyo.ac.jp

Tel/Fax: 03-5841-6514

<<開催要項>>

日時：７月12日（木）10:00～18:30

７月13日（金）10:00～17:30

会場：生産技術研究所コンベンションホール
東京都目黒区駒場　4-6-1

（※詳しくはhttp://www.iis.u-tokyo.ac.jp/map/をご参
照）
主催：東京大学生産技術研究所
後援：（独）海洋研究開発機構地球シミュレータセンタ

ー、自然科学研究機構分子科学研究所、日本学術
会議、（社）日本経済団体連合会、（独）理化学研
究所、東京大学国際・産学共同研究センター、ス
ーパーコンピューティング技術産業応用協議会

参加費：無料
懇親会（12日17:30～18:30） 希望者のみ2000円
定員：300名
参加申込及びお問合せ先：プロジェクト事務局
TEL :03-5452-6661 FAX:03-5452-6662

E-mail : registration@rss21.iis.u-tokyo.ac.jp

URL : http://www.rss21.iis.u-tokyo.ac.jp/

<<プログラム　７月12日（木）>>

※プログラムの詳細は変更の可能性があります。

10:00～10:05 挨拶
前田　正史　生産技術研究所　所長

10:00～10:10 文部科学省　挨拶
10:10～10:15 プログラムオフィサー挨拶

小林敏雄　財団法人日本自動車研究所
副理事長・研究所長

10:15～10:20 スーパーコンピューティング技術産業
応用協議会　挨拶

【基調講演】

10:20～11:10 立花　隆　評論家
【講演】

11:10～11:50 加藤　千幸　生産技術研究所　教授
11:50～12:20 小池　秀耀

アドバンスソフト株式会社 代表取締役社長
12:20～13:30 昼食休憩（デモ、パネル展示）
【招待講演】

13:30～14:10 笠　俊司
石川島播磨重工業株式会社　解析技術部　部長

14:10～14:50 関沢　愛　総務省消防庁消防大学校
消防研究センター　火災災害調査部長

14:50～15:30 中馬　寛　徳島大学大学院
ヘルスバイオサイエンス研究部　教授

15:30 ～15:45 休憩　（デモ、パネル展示）
【パネルディスカッション】

15:45～17:30 司会：小林　敏雄
財団法人日本自動車研究所副理事長・研究所長

パネリスト：
笠　俊司　石川島播磨重工業株式会社

解析技術部　部長
加藤　信介　生産技術研究所　教授
田口　康　理化学研究所

スーパーコンピュータ開発実施本部
プロジェクトディレクター

中馬　寛　徳島大学大学院
ヘルスバイオサイエンス研究部　教授

17:30～18:30 懇親会（ホワイエ）

<<プログラム　７月13日（金）>>

※プログラムの詳細は変更の可能性があります。

10:00～10:05 挨拶　
加藤　千幸　生産技術研究所　教授

10:05～12:05 <生命現象シミュレーション>

10:05～11:05 第１部：生命現象シミュレーション
グループ報告

佐藤　文俊　生産技術研究所　准教授
中野　達也　国立医薬品食品衛生研究所　主任研究官
大島　まり　生産技術研究所　教授

11:05-12:05 第２部：生命現象シミュレーション
利用者適用例

稲葉　亨　株式会社日立製作所機械研究所　研究員
小沢　知永　キッセイ薬品工業株式会社

創薬研究部　副主任研究員
12:05～13:00 昼食休憩　（デモ、パネル展示）
13:00～14:00 ＜ナノ・シミュレーション＞

大野　隆央　独立行政法人物質・材料研究機構
計算科学センター　センター長

小林　金也　株式会社日立製作所
日立研究所　主管研究員

文部科学省次世代IT基盤構築のための研究開発
第２回「革新的シミュレーションソフトウェ
アの研究開発」シンポジウムのご案内

生産技術研究所
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14:00～15:00 ＜都市の安全・環境シミュレーション＞

黄　弘　生産技術研究所　助教
森川　泰成　大成建設株式会社

技術センター　建築技術開発部　部長
15:00～15:15 休憩　（デモ、パネル展示）
15:15～17:30 ＜統合連成シミュレーション＞

吉村　忍　大学院工学系研究科　教授
加藤　千幸　生産技術研究所　教授
奥田　洋司　人工物工学研究センター　教授
金山　寛　　九州大学大学院工学研究院　教授
小池　秀耀　生産技術研究所　顧問研究員

アドバンスソフト株式会社　代表取締役社長
17:30 閉会

空間情報科学研究センターでは、下記のシンポジウム
を開催いたします。ご関心のあるかたは、ぜひご参加下
さい（入場無料、事前登録不要）。

「空間情報社会の到来：社会動向と空間統計学の普及」

日時：７月18日（水）13:20～16:40

場所：山上会館大会議室

発表者・所属・表題

柴崎亮介（空間情報科学研究センター）
地理空間情報基本法が拓く空間情報社会とこれからの
研究開発

今井　修（空間情報科学研究センター）
参加型GIS：社会的ニーズとそのモデル化

丸山祐造（空間情報科学研究センター）
Rで空間統計解析

佐藤英人（空間情報科学研究センター）
小地域単位統計の整備と利用に向けた課題

清水千弘（麗澤大）
住宅価格指数にみる首都圏の住宅市場：
空間構造の変化と市場の変化

上野典行（（株）リクルート）
フリーペーパー戦略における設置ポイント×前住所エ
リア×購入住所エリアの科学

お問い合わせ：空間情報科学研究センター　小口
E-mail：oguchi@csis.u-tokyo.ac.jp

TEL：04-7136-4301

東京大学、マサチューセッツ工科大学（MIT）、スイ
ス連邦工科大学、チャルマーズ工科大学によるＡＧＳ
（Alliance for Global Sustainability：人間地球圏の存続
を求める大学間国際学術協力）はスタートから11年を経
過し、昨年2006年より第３期活動に入りました。第３期
においては各大学が地域の活動により一層力を入れると
いう方針のもと、東京大学ＡＧＳ研究会ではこれまで以
上にアジアでの活動を推進し、取り分け中国、韓国、東
南アジア諸国、インドでの取り組みを強化し、これらの
国を代表する大学・研究機関との連携（Alliance for
Sustainable Asia/ASA）を推進しています。
このたび東京大学ＡＧＳ研究会では、平成19年度の研

究課題を募集いたします。昨年度と同様に、アジアを視
点に置きながら、Full Project については、ＡＧＳの重
点分野である水、食糧、エネルギー、Mobility、リスク
マネージメントなどに関する研究課題の他に、新しい展
開として持続可能性を支える文化の多様性や持続可能な
社会とGenderの役割などの新しい研究課題についても
研究基金を配分いたします。また、将来重要性が期待さ
れるSeed的な研究課題 Seed Projectについても研究基
金を用意いたします。特に今まで応募されていない新し
い方の応募、新しいアイデアに基づいた研究課題の提案
をお待ちしています。

１．研究課題応募に際しての留意点
①Sustainabilityに関する研究プロジェクトとして採択
されることを目指す研究であること。

②Full Projectは学際性、国際性、社会連携（注１）の
いずれか一つ以上を満たすものであること。

③研究課題用の応募用紙を用いる（項目２を参照）。
④一件当たりFull Projectは年間200万円以内、Seed
Projectは50万円の研究助成基金を配分する予定。

⑤研究代表者は本学教員であることが必須ですが、共同
研究者として研究員、大学院生が参画できます。助成
基金の配賦は秋以降となり、実質上研究期間が平成20

年度にかかりますので、来年３月に退職される教員の
方は研究代表者となられることをご遠慮ください。

⑥海外で実施されるＡＧＳ年次総会、Techn i c a l
MeetingやAGSが関与する会議で重要と認められた会
議に参加する場合の旅費は別途予算として計上準備す
る予定ですので、本年度の研究課題申請の際には上記

空間情報シンポジウム

空間情報科学研究センター

ＡＧＳ推進室

平成19年度　東京大学ＡＧＳ研究会
研究課題の募集
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大学院医学系研究科・医学部

生命・医療倫理人材養成ユニット
夏期集中生命・医療倫理学入門コース申込み受付開始

会議への参加費用の計上は必要ありません。

（注１）社会連携：技術や制度の社会における実践・普
及を念頭に置き、研究プロジェクトにおいて社会の様々
な関係者と連携すること。

２．応募ご希望の方は応募用紙をお送りいたしますので
下記まで連絡をください。

３．応募用紙にご記入の上、７月６日（金）までにe-
mailでご提出をお願いいたします。
提出期限までに十分な期間がなく申し訳ありません

が、よろしくお願いいたします。

応募用紙依頼、課題申請書の提出、問合せ先

戸上　雄司
東京大学ＡＧＳ推進室
内線：21548

E-mail：togami@ir3s.u-tokyo.ac.jp

本学医学系研究科に文部科学省の科学技術振興調整費
によって設立されている生命・医療倫理人材養成ユニッ
トでは、生命・医療倫理に関心のある社会人や学生の方
を対象に、短期間のうちに生命・医療倫理の基礎および
倫理委員会の概要を学んでもらうことを目的として、夏
期集中生命・医療倫理学入門コースを8月2日（木）から
5日（日）の日程で開催します。
コースは、主として講義および演習から構成されてい

ます。講義では、倫理学や法の基礎理論、そして生命・
医療倫理の領域においてとくに重要だと考えられるいく
つかの理論を紹介し、演習では、講義で学んだ知識を単
なる座学に終わらせないために、受講生参加型の模擬倫
理委員会や模擬倫理コンサルテーションを行います。さ
らに、加藤尚武特任教授による特別講演会や、受講生同
士の交流を目的とした懇親会も行われることになってい
ます。なお、本コース修了者には修了証を発行します。
参加を希望される方は、生命・医療倫理人材養成ユニ

ットのホームページ（http://square.umin.ac.jp/CBEL/）
から申込書をダウンロードしていただき、必要事項を記
載の上、ユニット事務局までお送りください。プログラ
ムなど詳細な情報につきましては、上記ホームページを
ご覧いただくか、ファックス（03-5841-1107）でご連絡
ください。

昨年のコース受講者とシンポジウム演者
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大学院工学系研究科・工学部

イアエステ国際インターンシップ派遣説明会
開催のお知らせ

学生部

初心者水泳講習会の開催について

東京大学イアエステ委員会は、下記により国際インタ
ーンシップの派遣説明会を開催します。イアエステ
（IAESTE）は、工・理・農・薬学系学生を中心に国際
インターンシップを推進している組織です。世界約80カ
国に国内委員会を持ち、1948年に発足して以来、ヨーロ
ッパを中心に活動を続けています。ユネスコ等を諮問団
体として、 世界で4,000社に及ぶ企業・大学の後援のも
と、これまでに延べ30万人近い学生を交換してきました。
イアエステ理事校のひとつである本学は、東京大学イア
エステ委員会が学内委員会として対応し、活発な派遣お
よび受け入れの国際交流を推進しています。
現在、イアエステは2008年度イアエステ国際インター

ンシップ派遣生を募集しています。理系で国際インター
ンシップに興味がある方は、是非お気軽に足をお運びく
ださい。

日時：６月24日（日）13:00～16:00

場所：工学部２号館４階245講義室
内容：①IAESTEインターンシップ　プログラムの説明

②派遣生OB、OGによる研修報告

※②の後には派遣生OB、OGに直接質問が出来る時間も
設けています。

「今年こそは泳げるようになりたい！」
「でも、スクールに通う時間はないし、お金もかかる

し…」
そんなあなたに、初心者水泳講習会！
場所は、本郷構内の御殿下記念館でアクセス至便。し

かも費用はわずか500円！こんなチャンスはそうそうあ
りません。
本学水泳同好会（日本水泳連盟公認指導員）が、優し

く丁寧に指導いたします。また、初心者の方だけが対象
ですので、「全然泳げないから恥ずかしい…」という方
も遠慮せずのびのび参加していただけます。
６日間の短期集中クラスですので、今年の夏休みにも

間に合いますよ！　皆様奮ってご参加下さい。

１．日　時：７月４日（水）、５日（木）、６日（金）
11日（水）、12日（木）、13日（金）

計６日間　各日とも18:00～19:30（１時間30分）
２．場　所：御殿下記念館プール
３．対　象：本学学生・教職員

〔初心者（全く泳げない）、
初級者（息継ぎができない）に限ります〕

４．定　員：20名（定員になり次第締め切ります）
５．受講料：500円（６回分）
６．受　付：６月１日（金）9:30～

御殿下記念館モール階　運動会受付
７．説明会：６月29日（金）18:00～18:20

御殿下記念館第一研修室
（記念館入口の右隣）

８．講　師：東京大学水泳同好会
（日本水泳連盟公認指導員）

９．その他：問い合わせは、学生部学生課体育チーム
（内線：22509～22511）まで

派遣生OB、OGによる研修報告（昨年度）
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人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

19.5.31 今村　知明 辞　職 医学部准教授

19.5.31 綱島　浩一 辞　職 大学院医学系研究科准教授

（採　　用）

19.5.16 小川　治夫 分子細胞生物学研究所准教授

19.6.1 遠藤　　薫 先端科学技術研究センター教授 都市再生機構東京都心支社都市再生企画部チー

（出向） ムリーダー

19.6.1 深井　周也 放射光連携研究機構准教授 東京工業大学バイオ研究基盤支援総合センター

准教授

19.6.1 植木浩二郎 大学院医学系研究科准教授 大学院医学系研究科研究拠点形成特任教員

（昇　　任）

19.5.16 青山　和浩 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授

19.5.16 津江　光洋 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授

19.6.1 野入　英世 医学部准教授 医学部講師

19.6.1 金子　豊二 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授

19.6.1 松本　武祝 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授

（配 置 換）

19.5.16 岡部　洋二 生産技術研究所准教授 大学院工学系研究科准教授

事 務 連 絡

発令日、部局、職、氏名(五十音)順

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
公共政策大学院
（事前申込は、graspp@pp.u-tokyo.ac.jpまたは第2本部棟
616 号室まで）
URL：http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/

東京大学アメリカ太平洋地域研究センター
E-mail：seminar@cpas.c.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.cpas.c.u-tokyo.ac.jp/indexjpn.html
医学系研究科疾患生命工学センター
分子病態医科学　宮崎徹
URL：http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/
Tel: 03-5841-1436 E-mail: tm@m.u-tokyo.ac.jp

農学系総務課総務チーム
総務・広報情報担当
TEL：03-5841-5484,8179
E-mail: koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

Shinichi Aizawa
E-mail：aizawa@iss.u-tokyo.ac.jp
URL：http://web.iss.u-tokyo.ac.jp/cjg/
大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
TEL：03-5454-6139（美術博物館）
E-mail：cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/

画像史料解析センター開設10周年記念事業実行委員会
委員長：林　　譲（hayashi@hi.u-tokyo.ac.jp）
幹事：末柄　豊（suegara@hi.u-tokyo.ac.jp）
FAX：史料編纂所事務室（03-5841-5956）

美術史学研究室
URL：http://www.l.u-tokyo.ac.jp/
E-mail：artist@l.u-tokyo.ac.jp
主催：海洋アライアンス
事務局：大学院工学系研究科環境海洋工学専攻 村山英晶
TEL/FAX：03-5841-6514
E-mail：murayama@giso.t.u-tokyo.ac.jp

大学院医学系研究科精神保健学・看護学分野
森（助教）、中嶋（技術専門職員）
TEL：03-5841-3521/FAX：03-5841-3392
URL：http://plaza.umin.ac.jp/heart/

プロジェクト事務局
TEL :03-5452-6661 FAX:03-5452-6662
E-mail: registration@rss21.iis.u-tokyo.ac.jp
URL   : http://www.rss21.iis.u-tokyo.ac.jp/

21世紀ＣＯＥプログラム
「国家と市場の相互関係におけるソフトロー」事務局
E-mail：coe-law@j.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.j.u-tokyo.ac.jp/coelaw/

大学院医学系研究科家族看護学分野内
東大家族ケア研究会代表上別府圭子（事務局担当尾関）
TEL/FAX：03-5841-3691
E-mail：todaikazoku-office@umin.ac.jp
URL：http://www.m.u-tokyo.ac.jp/news/index.html

お問い合わせ：空間情報科学研究センター　小口
E-mail：oguchi@csis.u-tokyo.ac.jp
TEL：04-7136-4301

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL：03-5452-6864/FAX：03-5452-6071
URL：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/

総合研究博物館
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/
（臨時休館の場合があるので、ホームページ要確認のこと）

総合研究博物館
TEL：03-5777-8600/FAX：03-5841-8451
E-mail：web-master@um.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/education/lec-
ture_200706.html

弥生講堂一条ホール

駒場キャンパス14号館2階
アメリカ太平洋地域研究センタ
ー会議室

東大病院中央診療棟（II期）
7階大会議室

弥生講堂・一条ホール

赤門総合研究棟5F
センター会議室

教養学部900番教室（講堂）

山上会館大会議室

文学部法文2号館1大教室

鉄門記念講堂

山上会館2Ｆ大会議室

生産技術研究所
コンベンションホール

東京国際フォーラム・ホールＤ
5

医学部1号館小講堂

山上会館大会議室

生産技術研究所
総合研究実験棟（Aｎ棟）
3階大会議室

総合研究博物館
1階新館展示ホール

総合研究博物館
展示ルーム内講義室

6月19日（火）
14:00～17:00
（開場13:30）

6月19日（火）
18:00～

6月20日（水）
12:00～13:15

6月23日（土）
13:30～16:30

6月27日（水）
18:00～

6月28日（木）
18:30開演
（18:00開場）

6月29日（金）
13:00～17:00

6月30日（土）
14:00～

7月4日（水）
9:30～

7月7日（土）
10:00～17:00

7月12日（木）
10:00～18:30
7月13日（金）
10:00～17:30

7月13日（金）
13:00～17:00
（受付12:30～）

7月13日（金）
18:00～21:00

7月18日（水）
13:20～16:40

5月11日（金）
～7月13日（金）

（5月25日、6月1日
を除く各金曜日
全8回）
18:00～19:30
5月26日（土）
～9月2日（日）
月曜休館（月曜祝
日の場合は開館、
翌日休館）
10:00～17:00
（入館は16:30まで）

6/20（水）、6/26（火）
7/3（火）、7/10（火）
15:00～17:00

第31回公共政策セミナー・国際シンポジウム
「国家安全保障会議（NSC）と日本の戦略」

CPAS Seminar:
Viet Thanh Nguyen Intersections, Social Change, and
Engaged Theories: Implications of American Feminism

第11回 Disease Biology Excellent Lecture Series
（DBELS）
“ゲノムに刻む抗体記憶”

第32回　東京大学農学部公開セミナー
『農学を創った人、農学が創ったもの』
※1358号参照

社会科学研究所現代日本研究会
"The Polit ics of Change in Japan's Market for
Corporate Control"

111回オルガン演奏会
※1357号参照

史料編纂所附属画像史料解析センター
開設10周年記念研究集会
「画像史料研究の成果と課題」
※1357号参照

「甘美なる聖母の画家ペルジーノ展」
開催記念講演会

シンポジウム
「第2回東京大学の海研究－海から未来を考える－」
※23ページ参照

精神衛生・看護学教室50周年記念シンポジウム
「精神保健の100年：50年の到達点と今後50年の挑戦」

文部科学省次世代IT基盤構築のための研究開発
第2回「革新的シミュレーションソフトウェアの研究
開発」シンポジウム
※24ページ参照

21世紀ＣＯＥプログラム「国家と市場の相互関係にお
けるソフトロー」第9回シンポジウム
“Soft Law in Action: The Role of Private Ordering in
Commercial Activities”

東大家族ケア研究会第5回家族ケアフォーラム

空間情報社会の到来：社会動向と空間統計学の普及
※25ページ参照

第35回生研公開講座イブニングセミナー
「都市と環境のフィールド調査の現場から」

東京大学創立130周年記念事業特別展示
『遺丘と女神―メソポタミア原始農村の黎明』展

総合研究博物館公開講座
『植物・動物・社会―西アジア考古学からみたドメス
ティケーションの始まり』

生命・医療倫理人材養成ユニット
URL：http://square.umin.ac.jp/CBEL/
FAX:03-5841-1107

学生部学生課体育チーム（内線：22509～22511）

本郷キャンパス
医学部教育研究棟

御殿下記念館プール

8月2日（木）13:00～
5日（日）15:30

＜募集期間：6月4
日（月）～6月29日
（金）＞

7/4（水）～7/6日（金）
7/11（水）～7/13（金）
各日とも18:00～
19:30

夏期集中生命・医療倫理学入門コース
※26ページ参照

初心者水泳講習会
※27ページ参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

昨年の1338号では、本郷構内を清掃してくれる環境整備チームを紹介しました。今号では、自
転車置き場を美しく整頓してくれる自転車整理スタッフを紹介しています。どちらも本学にお
ける障害者雇用の一環です。このような試みは男女共同参画や留学生対応と同様、東京大学が
多様化していくための大切なプロセスなのではないでしょうか？　東大という国の住人とし
て、様々な人々が共存する環境が成熟していくことに、喜びを感じる今日この頃です。（し）
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◆ 表紙写真 ◆ 本郷構内自転車整理作業中のヒトコマ
（２ページに関連記事）

特集
02 自転車整理スタッフ、活躍中。

～施設部における障害者雇用の新たな取り
組み～

淡青評論
32 知識社会を支える基盤組織としての自覚を

事務連絡
29 人事異動（教員）

NEWS

シンポジウム・講演会

INFORMATION

23 海洋アライアンス

「第２回東京大学の海研究－海から未来を
考える－」のご案内

24 生産技術研究所

文部科学省次世代IT基盤構築のための研究
開発
第2回「革新的シミュレーションソフトウェ
アの研究開発」シンポジウムのご案内

25 空間情報科学研究センター

空間情報シンポジウム

部局ニュース
08 大学院法学政治学研究科・法学部、

大学院公共政策学教育部

新入生歓迎会、外国人留学生等との懇談会
を開催

08 史料編纂所

「日本関係清代档案をめぐる国際研究集会」
を開催

09 大学院医学系研究科・医学部

加藤尚武・京都大学名誉教授が生命・医療倫
理人材養成ユニットに特任教授として着任

募集
25 ＡＧＳ推進室

平成19年度　東京大学ＡＧＳ研究会
研究課題の募集

26 大学院医学系研究科・医学部

生命・医療倫理人材養成ユニット
夏期集中生命・医療倫理学入門コース
申込み受付開始

お知らせ
27 大学院工学系研究科・工学部

イアエステ国際インターンシップ派遣説明
会開催のお知らせ

27 学生部

初心者水泳講習会の開催について

30 EVENT LIST

キャンパスニュース
10 学生部

五月祭開催される

10 学生部

平成19年5月1日現在学生数
―学部学生14,241人、大学院学生13,622人、
研究生等761人―

13 学生部

平成18年度学部卒業生及び大学院修了者の
就職状況

一般ニュース
05 学生部

平成19年度（前期）東京大学学術研究活動
等奨励事業（国外）の採択決まる

06 学生部

「東京大学外国人留学生特別奨学制度
平成19年度研究奨励費受給者証書授与式」
を開催

06 研究協力部

事務職員による海外研修報告会を開催

07 AGS推進室、

サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）

映画「不都合な真実」東京大学上映会開催
報告

コラム
19 新連載 Step by Step東大基金通信　第１回

19 調達本部です　第29回

20 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.18

21 インタープリターズ・バイブル　Vol.5

21 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第15回

22 コミュニケーションセンターだより　No.35

22 噴水　教育学部附属中等教育学校で遠足が
実施される



近未来にはそれぞれの分野の知識水準がますます高度かつ複雑になり、

一つの領域の専門的知識を身につけるのに二〇代終わりくらいまでかかる

ような社会になるかもしれない。修業期間の長さの問題はともかく、本物

の専門的知識がもつ重要性が今後一層大きくなることはまず間違いないだ

ろう。だが、知識社会に向けた準備は本当にできているのか。

最近気になるのは、専門家の知見を蔑ろにするような空気が社会の一部

に見受けられるということだ。そんな空気が醸成されることを許した専門

家の側の責任もあるのかもしれないが、外部への広報作業にエネルギーを取られ、結果的に肝腎の専門的生

産のペースが落ちるようでは、本末転倒も甚だしい。むしろ、「寝食も忘れて」という、研究者なら誰もが若

い頃には一度は経験したあの貴重な経験こそを、個人のではなく、組織の至高体験として位置づけるべきだ。

研究者にとっては最高のその種の体験が何度も起こりやすいような環境を整備することこそが、組織のブレ

ーンにとって最大の任務なのだ。そして、組織の構成員は上層部への一定の信頼に基づきながら、些末な事

項の決定権を権限委譲することを恐れる必要はない。そうすれば、つまらないことで会議を開く必要性が減

る。われわれは会議で居眠りをするために研究者になったのではない。それは、そうとう厳しい監査と一体

化しなければ無理だろうが、実現不可能ではないはずだ。

「研究よりも教育を」などというお題目にはおざなりに対応しよう。徹底的な研究水準の向上をこそ、大

学の中心的課題として設定すべきだ。「鬼気迫る」研究者の顔を見れば、学生は自然に後からついてくる。人

間が蓄積してきた知識群の様子は、もはや一種の超越性を身につけ始めている。研究者が目指すべきなのは、

他の研究者との間の競争関係の中での自己定位ではなく、その超越した知識への憧憬を持ち続けることでは

ないだろうか。

金森　修（大学院教育学研究科・教育学部）

知識社会を支える基盤組織としての自覚を

No. 1359 2007年6月13日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp


	目次
	特集
	NEWS
	一般ニュース
	部局ニュース
	キャンパスニュース





